











The Role of Human Resource Planning in Japanese Companies 
ang Its Effects on I ndustrialization i n I ndonesia 
(日本企業における人的資源計画の意義とインドネシアの産業化への影響)













































(Pcrsonnel Planning. Man Power Planning) にかわる概念として， 人的資源管理 (Human
Resource Management)および人的資源計画 (HumanResouece Planning)概念が導入され，実施
されるようになってきている。提出された論文は，日本企業における人的資源計画の意義と，そのインド
ネシアの産業化への貢献の可能性とを検討することを課題としている。
この課題を果たすため本研究は，第lに.人的資源管理を現論的に整理し.企業におけるその意義を検
討した上で，第2に，経営環境の変化との関連で人的資源計画を理解する努力をしている。また第3に，
H本企業における人的資源計画の設計について検討し，第4に，インドネシアの産業の発展のために，現
在の同国の雇用状況のもとで，人的資源計画がどのような役割を果たすことができるか，その可能性につ
いて検討している。
本研究は以下の特徴を有する点において評価することができる。すなわち.従来，人的資源計画は定量
分析 (QuantitativeAnalysis)が主流であったが，近年の経営環境の変化と競争の激化によって，経営
戦略にもとずし定性分析 (QualitativeAnalysis)が重現されるようになってきている。この研究の第
1の特徴は，定性分析を中心に日本企業における人的資源計画を，とくに「日本的経営」の新しい動向や
技術革新の影響との関連で検討していることである。第2の特徴は，近年ますます日本との経済交流がす
すんでいるインドネシアにおいて，人的資源計画がその産業化へ果たす役割の可能性について検討してい
ることである。
木研究には，なおいくつかの課題が存在する。第lに.人的資源計画に影響を及ぼす要困として，労使
関係は大きなものと考えられるが，本研究ではそれへの言及が 1-分ではない。また.人的資源計画により，
人的資源に対する需要と供給が量的にも質的にも確保されるということが前提とされているが，日本・イ
ンドネシアの両国の企業における，人的資源の質的要因についての言及は十分ではない。定性分析を主内
容とする以上，そうした要因を媒介にした分析が必要となるであろう。とくに後者の問題については，本
研究が，人的資源計画と相互補完的関係にある人的資源開発 (HumanResource Deve]opment)につ
いての理論的分析を果たしえていない理由となっている。第2に.本研究で検討の対象とされている人的
資源計岡は，我が固においては企業で実施されている管理実践として分析がすすめられているが，それの
インドネシアへの頁献の司能性に関する分析では，国家の労働政策が主要な対象となっている。それは管
理実践の導入・普及がいまだ課題であるインドネシアの企業の現状の反映であると思われるが，現段階に
ー 14f;-
おける合楽の管理実践のもつ問題への具体的な分析がなされていれば，本研究の完成度はさらに高くなっ
たと思われる。
しかし， こうした点は本研究の法本的な詳価を損なうらのではなし、。むしろここに指摘した課題!ム口
広 ・インドネシア両国の企業における人的資源計画に関する今後の実証研究において果たされることにな
るであろうc本研究は.イン ドネシアの産業化を人的資源:n画という新しい分析観t1Jから理論研究を行っ
たところに世直IJ的意義が認められる。
また，本研究は，テーマ設定において，先行研究にもとづき轍密に議論を展開しようとしている点にお
いて， さらに理論的展開に一貫性が認められる点において評価されうるものである。
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